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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第74期

第１四半期
連結累計期間

第75期
第１四半期
連結累計期間

第74期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 1,376,665 1,465,838 5,398,979

経常利益 （千円） 139,938 147,986 214,531

親会社株主に帰属する四半期(当期)

純利益
（千円） 95,455 117,092 105,616

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 143,183 341,380 110,712

純資産額 （千円） 3,292,180 3,514,807 3,259,709

総資産額 （千円） 5,145,571 5,674,998 5,373,008

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 55.32 67.85 61.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 64.0 61.9 60.7

　 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

　　　　　 は記載しておりません。

　　 　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

　　載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。

(1） 財政状態及び経営成績等の状況

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策を背景に緩やかな回復基調が続き

ましたが、海外における貿易摩擦、中東およびアジア地域における地政学的リスクの高まりにより、先行き不透明

な状況が続いております。

 一方、当社を取り巻く環境におきましては、消費者の節約志向は依然として強く、また、オーダーメイドスーツ

における企業間競争も一段と激しくなり、厳しい経営環境が続きました。

 このような環境のもと当社グループは「安定した利益とキャッシュ・フローを出せる経営基盤の確立」の方針の

もと、収益力向上に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高14億６千５百万円（前年同四半期比6.5％増）とな

りました。

オーダーメイドスーツ売上高は、より良い一着を求めるお客様に対し、品質にこだわり、テーラー銀座山形屋の

プロとして一着一着を大切に販売することを“ぶれることなく”継続しつづけてきたことにより、結果として、1着

当たりの販売単価がアップし数量も増加いたしました。売上総利益率は、紳士コート縫製事業の製造コスト増加に

より1.5ポイント減少し、販売費及び一般管理費は、人件費や物流コスト等の増加もありましたが、経常利益は１億

４千７百万円（前年同四半期比5.8％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は１億１千７百万円

（前年同四半期比22.7％増）となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

　なお、前第２四半期連結会計期間より報告セグメントの区分方法の見直しを行っており、以下の前年同四半期比

較については、前第１四半期連結会計期間の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しておりま

す。

小売事業

 オーダーメイドスーツの売上が比較的順調に推移したことから売上高、営業利益ともに増収増益となりました。

 その結果、売上高は８億８千３百万円（前年同四半期比6.7％増）、営業利益１億１千９百万円（前年同四半期比

31.0％増）となりました。

卸売事業

　売上高は新規催事先増加により数量増加となったものの、卸売単価が減少したことによる影響により減益となり

ました。

　その結果、売上高２億８千６百万円（前年同四半期比0.3％増）、営業損失１千４百万円（前年同四半期営業損失

９百万円）となりました。

受託縫製事業

　平成29年７月20日にファクトリー玉野㈱を設立し、譲り受けた紳士コート縫製事業を同社にて開始いたしてお

り、受託縫製加工売上高は増収となったものの製造コスト増加により減益となりました。

　その結果、売上高８億１千８百万円（前年同四半期比10.4％増）、営業利益２千９百万円（前年同四半期比

22.6％減）となりました。

　財政状態は、次のとおりであります。

当第１四半期連結会期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して３億１百万円増加し、56億７千４百万円とな

りました。

　資産の部では、流動資産が前連結会計年度末と比較して７千万円増加しました。受取手形及び売掛金が減少し、

現金及び預金等が前連結会計年度末と比較して増加したこと等によるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して２億３千１百万円増加しました。主な要因は投資有価証券の時価の増加

によるもの２億１千万円等であります。

　負債の部では、前連結会計年度末と比較して４千６百万円増加し21億６千万円となりました

これは、主に買掛金等の増加及び受注予約預り金の増加（流動負債その他に含む）等によるものであります。

　純資産の部においては、主に親会社株主に帰属する四半期純利益１億１千７百万円の計上をした一方で、剰余金

の配当８千６百万円を行った結果、当第１四半期連結会計期間末の株主資本は、前連結会計年度末と比較して３千

万円の増加となりました。

　また、その他有価証券評価差額金は２億２千４百万円の増加でありました。
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(2）経営方針、経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略・重要な指標等について変

更はありません。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,570,600

計 3,570,600

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行
数(株)

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,804,471 1,804,471

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,804,471 1,804,471 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 1,804,471 － 2,727,560 － －

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

   ります。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 78,800 －

　権利内容に何ら限定の

　ない当社における標準

　となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,719,600 17,196 　同上

単元未満株式 普通株式 　　6,071 － 　同上

発行済株式総数 　　　　　1,804,471 － －

総株主の議決権 － 17,196 －

  (注)１ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式35株が含まれております。

      ２ 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数11個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社銀座山形屋
　東京都中央区湊

　二丁目４番１号
78,800 － 78,800 4.37

計 － 78,800 － 78,800 4.37

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在における自己株式数は78,835株で、発行済株式総数に対する所有株式数の

割合は4.37％であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,540,879 1,697,953

受取手形及び売掛金 ※ 621,679 ※ 504,491

商品及び製品 202,624 197,533

仕掛品 29,644 28,279

原材料 138,130 150,625

その他 66,946 91,243

貸倒引当金 △643 △463

流動資産合計 2,599,260 2,669,663

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 221,026 231,716

その他（純額） 363,464 372,267

有形固定資産合計 584,490 603,984

無形固定資産   

のれん 26,609 23,750

その他 15,613 18,478

無形固定資産合計 42,222 42,229

投資その他の資産   

投資有価証券 1,291,182 1,502,000

敷金及び保証金 724,453 722,802

繰延税金資産 23,295 25,635

その他 118,392 118,973

貸倒引当金 △10,289 △10,289

投資その他の資産合計 2,147,034 2,359,121

固定資産合計 2,773,747 3,005,335

資産合計 5,373,008 5,674,998

負債の部   

流動負債   

買掛金 313,661 337,141

未払法人税等 27,542 37,449

ポイント引当金 51,082 47,085

その他 685,390 709,177

流動負債合計 1,077,676 1,130,854

固定負債   

繰延税金負債 99,312 82,194

役員退職慰労引当金 93,520 95,197

退職給付に係る負債 595,099 603,211

資産除去債務 206,934 207,691

その他 40,756 41,039

固定負債合計 1,035,622 1,029,335

負債合計 2,113,298 2,160,190
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,727,560 2,727,560

利益剰余金 499,394 530,205

自己株式 △80,668 △80,668

株主資本合計 3,146,286 3,177,097

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 113,423 337,710

その他の包括利益累計額合計 113,423 337,710

純資産合計 3,259,709 3,514,807

負債純資産合計 5,373,008 5,674,998
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 1,376,665 1,465,838

売上原価 610,969 673,581

売上総利益 765,696 792,257

販売費及び一般管理費 656,360 676,916

営業利益 109,335 115,340

営業外収益   

受取利息 107 5

受取配当金 23,534 24,754

助成金収入 1,720 2,218

受取手数料 4,756 4,671

雑収入 623 1,175

営業外収益合計 30,742 32,824

営業外費用   

支払利息 140 178

営業外費用合計 140 178

経常利益 139,938 147,986

特別損失   

減損損失 16,276 -

特別損失合計 16,276 -

税金等調整前四半期純利益 123,661 147,986

法人税、住民税及び事業税 32,525 36,520

法人税等調整額 △4,319 △5,626

法人税等合計 28,206 30,893

四半期純利益 95,455 117,092

親会社株主に帰属する四半期純利益 95,455 117,092
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 95,455 117,092

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 47,727 224,287

その他の包括利益合計 47,727 224,287

四半期包括利益 143,183 341,380

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 143,183 341,380

 

EDINET提出書類

株式会社銀座山形屋(E03117)

四半期報告書

11/18



【注記事項】

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

　四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

　　（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
　　（平成30年６月30日）

受取手形 2,758千円 2,018千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 19,484千円 20,551千円

のれんの償却額 －千円 2,858千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 86,284 50 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

 

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月25日

定時株主総会
普通株式 86,281 50 平成30年３月31日 平成30年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高     

外部顧客への売上高 828,163 285,399 260,657 1,374,220

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 480,283 480,283

計 828,163 285,399 740,940 1,854,503

セグメント利益又は損失（△） 91,041 △9,133 37,713 119,621

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

    （単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 119,621

棚卸資産の調整額 △615

その他の調整額 △855

全社収益(注1.) 71,239

全社費用(注2.) △80,054

四半期連結損益計算書の営業利益 109,335

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　  「受託縫製事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗及び営業

所で、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び営業所について、帳簿価額を回収可能価額ま

で減額し、当該減少額を減損損失として16,276千円特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価額

は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスであるため、回収

可能価額は零として算定しております。

 

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

 

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高     

外部顧客への売上高 883,848 286,297 294,625 1,464,770

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 523,718 523,718

計 883,848 286,297 818,344 1,988,489

セグメント利益又は損失（△） 119,227 △14,192 29,192 134,227

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

    （単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 134,227

棚卸資産の調整額 △1,365

その他の調整額 △484

全社収益(注1.) 72,641

全社費用(注2.) △89,678

四半期連結損益計算書の営業利益 115,340

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

 

３.報告セグメントの変更等に関する事項

平成29年７月20日にファクトリー玉野株式会社を設立し、譲受けた紳士コート縫製事業を同社にて行うこ

とに伴い、当社グループ各事業の進展状況に照らし営業形態等を勘案の上、前第２四半期連結会計期間より報

告セグメントの区分方法の見直しを行いました。

　その結果、ファクトリー玉野株式会社は「受託縫製事業」セグメントに含め、従来の「受託縫製事業」から

「bref販売」を「小売事業」へ、「卸売事業」から「地方受託販売」を「受託縫製事業」へそれぞれ変更して

おります。

　なお、前第１四半期連結会計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法により作成したものを記載してお

ります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　該当事項はありません。

 

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

 

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 55円32銭 67円85銭

（算定上の基礎）   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 95,455 117,092

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する

　　四半期純利益金額（千円）
95,455 117,092

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,725 1,725

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　 該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   平成30年８月９日

株式会社銀座山形屋

 取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 伊藤　　治郎 印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 加藤　　克彦 印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座山形

屋の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座山形屋及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　(注)１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

　 　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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